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不
登
校
・

び
き
こ
も
り
の

支
援
を
考
え
る
集
会

21
日

午
後
1
時
半
～
4
時
、
鎌
倉

市
大
船
6
丁
目
の
鎌
倉
芸
術

館
集
会
室
。
鎌
倉
・
藤
沢
市

教
委
、
県
横
須
賀
三
浦
地
区

行
政
セ
ン
タ
ー
主
催
。
不
登

校
や
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も

た
ち

の
居
場
所

に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
あ
り
方
な
ど

を
考
え
る
。
川
崎
市
内
で
フ

リ

ー
ペ
ー

ス
「
た
ま
り

ば
」

を
主
宰
す
る
西
野
博
之
さ
ん

の
基
調
講
演
▽
不
登
校
の
親

の
会

「
カ

マ
ク
ラ
風
の
谷

」

の
渡
辺
久
美
子
代
表

の
報

告

▽
逗
子
市

の
フ
リ
ー

ス
ペ

ー
ス
「
遊
悠
楽
舎
」
の
明
石

紀

久

男
さ

ん

を

コ
ー

デ

ィ

ネ
ー
タ
ー
に
行
政
関
係
者
ら

を
交
え
た
パ
ネ

ル
討

論
－

な
ど

。
問
い
合
わ
せ
は
鎌

倉
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
0
4

6
7・
23
・
3
0
0
0
）

へ

。

〆。節、
川崎市の民間施設

が狙い。
集会では、

「フ リー スペ ース たま りば」 代

表の西野博之さんの基調講演に

始ま り、現場からの報告、逗子

市の 「フ リースペ ース遊悠 楽

舎」の明石紀久男さんが コーデ

ィネーターを務め、行政関係者

によるパ ネルデ ィス カ ッシ ョン

を行 う予定。

問い合わせは鎌倉市教育セン

官
民

一
体
で

子
ど
も
支
援
あす鎌倉 £認 ≡芸警 6（23）300

ヽ

登．
ゝ

児
に
居
場
所
を

終

あ
す
「
支
援
考
え
る
集
会
」

一鎌 倉

一
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の

子
供
た
ち
の
「
居
場
所
」
づ

く
り
を
テ
ー

マ
に
、
県
と
藤

沢
、
鎌
倉
両
市
教
委
は
二
十

一
日
、
鎌
膚
市
大
船
の
鎌
倉

芸
術
館
で
「
不
登
校
・

ひ
き

こ
も
り
の
支
援
を
考
え
る
集

会
」
を
開
く
。

、
県
内
で
発
生
し
た
「
不
登

校
」
は
、
こ
の
十
年
間
で
二

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

集
会
で
は
子
供
た
ち
の
「
居

場

所
」

の
必
要
性
や

あ
り

巧

指

政
や
市
民
に
何
が
．で

き
る
か
を
考
え
る
。
親
の
会

や
行
政
、
学
校
、
民
間
機
関

の
「
支
援
の
輪
」
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
拡
大
す
る
目
的

も
あ
る
ー。

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま

り
ば
」
（
川
崎
市
）
代
表
の

西
野
博
之
さ
ん
が
基
調
講
演

を
す
る
ほ
か
、
示

登
校
の
親

の
会
「
か
ま
く
ら
風
の
会
」

一

代
表
の
渡
辺
久
美
子
さ
ん
が

事
例
報
告
。

さ
ら
に
パ
ネ
ル
デ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン
の
後

に
ヾ

パ
ネ
リ

ス

ト
と
参
加
者
が
意
塵

父
換
す

る
。午
後

一
時
半
1
四
時
。
定

員
百
人
（
事
前
申
し
込
み
な

し
）
。
参
加
費
は
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
缶
0
4
6
7

・

苧

3
0
0
0
内
線
2
5
卜

5
（
鎌
倉
市
教
育
セ
ン
タ
1

相
談
室
）
。

t －I

増え続け社会問題になってい
る「不登校・ひきこもり」を支

援する集会が21日午後 1 時半か

ら4 暗まで、鎌倉市大船の鎌倉

芸術館 3 階の集会室で開かれ

る。参加自由。無料。

鎌倉、藤沢両市教育委員会、

県横須賀三浦地区行政センター

の主催。昨年に引 き続き 2 回目

で、「不登校」「ひきこもり」

の子どもたちの も居場所ヽをつ

くるため官民が一体となって支

援のネッ トワークを構築するの


